
超短編における中合対策の研究

風みどり

　本稿は超短編についての論考であるから登場
する作品は殆どが一桁手数の作品である。そこ
で、作意はすべて末尾にまとめておくので、初見
の作品は是非解いてくださることを読者諸賢に
期待する。参考作品として中編作品も登場する
が、その場合は作意手順も同時に紹介すること
にする。作品自体の鑑賞はやはり末尾にまとめ
て置くことにする。

１.遠打と無駄合概念

　詰将棋の数々の華々しい妙手の中で、初心者
も熟練者もたった1手でうならせる妙手、それは
遠打であろう。「盤上この一手」という快感を遠
打は味わわせてくれる。看寿が数々の遠打の原
理を開発した所以であろう。
　この遠打の醍醐味は中編作品においてもっと
も香しいと思われるが、世の短編作家たちはこ
の遠打を短編で表現してしまおうと苦闘する。
　しかし、短編ひいては超短編において遠打を
表現することは難しい。それは手数の壁があるか
らである。変化は作意より短いか、もしくは同手
数駒余りである必要がある。

　作意の収束は13角、69玉、68角成までである
が、24歩、35歩、46歩、57歩と合駒されたら変

化長手数で不完全作となってしまう。
　このような短編を救済するためかどうかは知
らないが、現在のルールではこれらの合駒は「無
駄合」なので合駒しない順を作意として認めてい
る。
　だが注意してほしい。あくまで「認められてい
る」にすぎないのだ。本来、現代詰将棋は「受方
最長攻方最短」が大原則。例外として無駄合とい
う方便を使い、駒余りの詰上がりを避けている
わけだ。馬鋸作品においても無駄合概念は大き
く拡張されて適用されている。
　本当は合駒した方が手数は延びるが、駒が余
るだけで醜いので、駒余らずで詰上がりにする
順を作意にする。これは妙手論と本質的に変わ
らない。
　図01に登場する13角は成角(馬)を作るとい
う目的がすでに半分成就している。そこで中合は
無駄合概念で片づくのだが、もし超短編で14角
や59香、98飛といった手を表現しようとしたら
実現は困難だ。途中での合駒が無駄合では片づ
かず、有効合になる可能性が高いからだ。

２.エンジンをつける中合対策

　無駄合概念は妙手論に片足をつっこんでい
る。しかも、どっぷりと。ただし、誤解なきように。
妙手論が悪いというわけではない。この点につい
ては稿を別にして論じることにしよう。
　変化処理に汲々となる超短編において、中合
の変化をまとめて処理し、しかも誰もが自然に
「これは合駒しても無駄だ」と感じられる形にな
るうまい方法がある。
　それがエンジンをつける中合対策である。
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　この作品の場合、中心部分は最終3手。である
から変化処理は1手で詰み、しかも駒余りになら
なくてはいけない。
　これが超短編の変化処理のキビシサだ。
　ご覧のように6手目48歩合は同竜で詰。いや
詰とみなしてくれと言う主張である。ここでさら
に47合は無駄合だと認めてくれるだろう。だって
この竜には香のエンジンがついているから。
　飛車や香の遠打のそばに竜を配置する。角の
遠打のそばに馬を配置するこの原理は一桁詰将
棋において重宝する手法だ。
　この中合対策を利用した例を2作紹介しよう。

　なお、小林敏樹によると、このタイプの中合対
策を超短編に取り込んだのは次作が初めてでは
ないかとのこと。作品自体も素晴らしいので紹介
しておこう。

　２手目に中合する意味は薄いので、この配置
は偶然かもしれない。が、作者が作者だけに中合
を意識した可能性は高いと思われる。
　さて、これらは合駒の無駄度(?)が非常に高い
ので、解答者は変化処理に疑問を持つことはな
いだろう。しかし、無駄合概念を利用している事
実に変わりはない。
　それでは無駄合概念を使わずに超短編におい
て遠打を表現することは不可能なのであろう
か。
　否である。

３.無駄合概念を使わない中合対策

　この節は歴史読物風味で書いてみたい。
　物語のはじめは三代伊藤宗看である。

82銀不成、同玉、92香成、73玉、
64銀、84玉、73銀不成、同玉、
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62龍、84玉、73龍、同玉、
64と、84玉、51馬、同金、
95角、94玉、51角成、96銀引成、
93金まで21手詰

　15手目、51馬の局面に注目されたし。合駒は
すべて95角からその合駒を食べられるので無
効。
　中合を王手した駒で取ると手数がかかる。別
の駒で取ってしまえば合駒の種類、位置に関わ
らず変化処理できる可能性が拓けるわけだ。
　この部分に短編の素材を嗅ぎとったのが、北
原義治である。

　2手目合駒は15角からその合駒を抜いて詰。
角を打つ位置の違いで入手できる駒が違うとい
うアイデアでしゃれた7手詰にまとめた。
　この作品を見て、もっと豪快に大きく展開でき
ると気づいたのが浦壁和彦だ。

 

　この作品を苦吟して詰めあげたのが、詰将棋
を始めて間もない頃の筆者だった。
　なんて凄い遠打の実現方法だと感動し、すぐ
にパクって角で表現した。つまり北原作に逆戻り
したわけだが、当時は北原作を知らなかったの
だから仕方がない。

　作ったが、さすがに浦壁作の劣化コピーである
ことは歴然としている。当時の筆者でも投稿は見
送った。
　さて、この原理を利用するには最短でも7手か
かる。2手目合駒した変化の処理が5手かかるか
らだ。
　しかし作意手順の残り5手は自由ではないか
と気づいたのが小林敏樹だった。
　つまり、北原、浦壁、風作はすべて質駒を食べ
ている。なにもこの駒を食べる必要はないと気
づいたのだ。
　筆者の家でこの図09を見て、家に帰ったその
晩に、小林敏樹は7手詰を一つ作った。かくして、
私が古今東西の7手詰ベストテンに推す次の作
品が誕生した。
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　これは宗看→北原→浦壁→風→小林と具体
的な進化（途中、一度退化するあたりも本当に進
化のようだ）が辿れた希有な例であるかと思う。
　しかも、これで終わりではないのだ。この作品
はまたさらに、次の作品を生みだした。

　2手目、同Xと取らせる必然性もないと原田清
実は気づいたのである。その結果、仕掛けとなる
飛車も角も捨て去ることができるということに。
　以上でこのささやかな歴史物語は終わる。宗
看→北原以外はすべてウラがとれていることを
書き添えておこう。

４　参考作品

　前節で紹介した作品はこの原理を用いた初め
ての作品というわけではない。
　古いものでは中編だが次の作品がある。

 

27飛、同角成、23飛、12玉、
27飛成、45銀、23角、22玉、
45角成、24角、23銀、33玉、
36龍、35桂、34馬、42玉、
45龍、53玉、44龍、62玉、
64龍、72玉、45馬、83玉、
56馬、82玉、84龍、71玉、
73龍、72飛、63桂不成、81玉、
92馬、同玉、72龍、82金、
94飛、93銀、84桂、91玉、
93飛成、同金、82銀まで43手詰

　遠打といえば山田修司。
　山田修司にもこの原理を用いた作品がある。
こちらも中編である。

43金、23玉、15桂、同と、
29飛、同角成、24飛、13玉、
29飛、12玉、22飛成、同玉、
23銀、同玉、41角、22玉、
32角成、12玉、34馬、13玉、
23馬引まで21手詰

　また短編でも次の姉妹作は小林作より早い発
表だ。
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　山葉桂は、いわずもがなだろうが、添川公司の
変名である。

５　作意と鑑賞

#1　
77馬、79玉、39飛、同香成、
13角、69玉、68馬まで7手詰

　可成地帯に放つ限定打13角。
　超短編においては残念ながら単発ではテーマ
とはなりえないだろう。23角、もしくは12角の限
定が必要だ。24角も面白い。11角は実現困難で
作品も少ない。

#2　
56金、同と、55角、同と、
49香、同馬、36金まで7手詰

　香の捨駒の3手詰が素材。さっぱり味の収束
なので、序盤は変化で竜を活用し、脂っこい駒を
捨てる必要がある。手順前後が銀合で逃れてく
れたのは幸運だった。

#3　
31角、85玉、86金、74玉、
65馬、同玉、75角成まで7手詰

　初手がなぜ42や53では駄目で、31でなけれ
ばいけないか。このカラクリが本作の狙い。2手
目66玉の変化が鍵になっている。初手42角は
66玉、33馬、57玉で逃れ。初手53角は66玉、
33馬、44歩で逃れ。31角ならば66玉、33馬、
57玉、13角成で詰み。作意は左上辺で角1枚捨
てて収束。作意と変化の展開する場所が斜めに
分かれてしまっているが、この狙いを7手詰で表
現するためには致し方無いところ。

#4　
37金、同と、21飛、38玉、
29飛成、同玉、18龍まで7手詰

　打った駒の最長距離移動が狙い。21飛車から
29飛成がテーマだ。3手目26飛と直に打つと38
玉で逃れる。23飛だと36玉で逃れる。31香を質
にしつつ可成地帯に打つ必要があるので21飛
に限定されるわけだ。
　対になるテーマは11角打から99角成だが、小
林作にすでにある。ただし、そちらは難解作に
なってしまっているので、是非ともすっきりと作り
なおしてほしいと思っている。99角から11角成
や29香から21香成は超短編ではみたことがな
い。諸賢の挑戦に期待する。

#5　
11飛成、26玉、13桂不成、17玉、
21桂成まで5手詰

　合駒が効きそうで効かないぼんやりした飛車
成から、桂馬の二段跳び。わずか7枚の駒でみご
とな作品だ。
　作者の山本民雄は論理的な中編、必然的に難
解作になる、が有名だ。ところが本作のように超
短編はすっきりとした配置でセンスある手順を
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見せてくれる。付け加えるものも引くべきものも
ない、みごとな仕上げ感覚を持った理想的な短
編作家でもあるのだ。

#6　
　64と、84玉、51馬、同金、95角という筋を実
現するために3つの鍵を順番にはずさなければ
ならない本格的な作品。まずは最終手のために
91銀を92成香にすり替える。次に変化に備えて
55銀を消去する。64と、62玉、53馬、51玉に33
角成を担保しておくわけだ。最後に51馬を実現
するために51龍を消去する。逃げる玉に龍が縋
りつく豪快な捨駒が実現した。これらをわずか
21手に詰め込んであり奇跡的な傑作だ。

#7　
51角、同金、15角、14玉、
51角成、17桂成、15金まで7手詰

　初手は角を打つしかないが、15角からノキ王
手すれば龍を抜かれる。そこで質駒を用意する
のが初手の役割と判明する。42角では同銀なの
で、金を指名するには51から打つしかないとい
う仕組み。本作のみは本人に確認していないが、
無双29番との関連性は明らかであろう。

#8　
93飛、同銀、23飛、34玉、
93飛成、12香、23銀まで7手詰

　北原作を解いた後なら、作意はすぐに見えた
だろう。23飛から明き王手をした後に必要な駒
は斜め後ろに利く銀なのである。5間（6マスと言
うべきか）離れた93飛は迫力十分。詰パラを読
み始めて間もない頃の筆者にとっては衝撃の一
手だった。

#9　
19角、同桂成、82角、81玉、
19角成、83銀、93桂まで7手詰

　さっそく飛車を角に換えて7間離れた最遠打
を組み立てた。図面は散逸したので本図は記憶
を頼りに復刻したものだが。いずれにしても紛れ
が決定的に不足している。

#10　
39香、同馬、33飛、22玉、
13飛成、同玉、23角成まで7手詰

　香をどこに打っても取られる運命。それなら守
備に最も効いている66馬に取らせてしまおう。
かくして39香の最遠打が出現する。同馬。そして
何事もなかったかのようにきれいな5手詰に連
結する。作意を並べてみて2手目がココセのよう
に感じられる。なぜ、こんな手順が成立するの? 
超常現象が目の前で起きた時の興奮だ。この作
品を生み出した原動力は、浦壁作から「質駒」の
呪縛を解きほどいた発想だ。文章にしてしまえば
大したことのない発想と感じられるかもしれな
い。しかし、その発想ができるか否かが一流作家
との分かれ道なのである。

#11　
28香、31玉、32飛、同玉、
33角成、同玉、34香まで7手詰

　27香だと例えば24歩合とされて、22飛車か
ら24飛成とした瞬間に55角成と抜かれる。せっ
かくエンジンをつけたが、馬が守りに効いて22
龍といけなくなってしまうのである。そこで角道
を塞ぐ28香の限定打が成立する。初手の限定打
を取らなくてもいいのではないか。小林作の発
想と同様に、言われてみれば当然のこの発想が
原田清実の非凡なる所である。持駒の飛車のみ
ならず、要の角まで捨て去ることができるとは感
服する他はない。半期賞受賞作。
　構図からみると図12岡田作の超短編化と理
解できるが、作者の言葉で小林作からの発想と
明記してある。

＜原田氏受賞の言葉＞
　半期賞ありがとうございます。
　この作品は小林敏樹さんの作品を見ていたと
きに思いついたものです。
　「玉方の駒の利きを避けていくと最遠打にな
る」という仕掛けではなく，純粋に「ここから打た
ねばならない」という遠打を目指しました。
　見るからに28香と打ってくださいという顔を
していますが，むしろそうなってよかったと思っ
ています。
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更に角版にアレンジしたものが3月号のヤン詰の
作品です。安易な創作方法ですねぇ…。
　それはともかく，いつの日にか「詰将棋を作っ
てみよう」と思わせる作品を作ってみたいもので
す。

　この文を読むと,3月号のヤン詰の作品が気に
なる。探してみた。

88角、44香、22角、21玉、
44角引成、31玉、53馬、42歩、
22角成、41玉、32馬、同玉、
33銀、同玉、34香、同玉、
44馬まで17手詰

#12　
　原田作と同じ仕組みだ。もちろん発表はこちら
が無双の次に古い。質駒にした角を奪ってから
延々と細かい攻防が続くのが当時の流行であっ
たのだろう。

#13　
　妙手の初手に対し、23玉が正しい応手らしい
とわかる。15桂、同と、とした局面ですでに最遠
打の舞台が整っている。実戦形の捌き主体の作
品を思わせる初形、ごくありふれた日常的な世
界から、妙手一発で非日常の世界に引きずり込
む。この仕上げが抜群に巧い。収束はもう自然に
出来上がっていて、さらに手を加える余地はな
かったのであろう。

#14　

98香、88玉、81飛、同馬、
83飛、77玉、86飛成、同玉、
76馬まで9手詰

　3手目86飛では87歩合とされて逃れ。83飛、
同馬とさせてこの角を空き王手で食べることも
できるが、角を手にしても役に立たない。81飛、
同馬と最遠打で移動させ、83飛以下の5手詰に
つなげる。導入の2手を省けば、小林作とまった
く同じ構造を持っていることがわかるだろう。こ
れが詰パラでのデビュー作。栴檀は双葉より芳
しとはこのような時に使う言葉だろう。

#15　
77銀、同玉、11角、同龍、
33角、86玉、84飛、同歩、
77銀、同と、42角成まで11手詰

　姉妹作。対称作というべきだろうか。氏はこの
稿で紹介した作品群は見ておらず、独自の発想
で創作したとのこと。最近は煙か大作しか発表し
ていないが、そしてもちろんそちらも楽しみなの
だが、このような短編もまた見せてほしいもので
ある。

#16　
　逃げ道をあける44香と移動捨合で応じる。易
しい収束ながら、何故このように綺麗に自然に
収束できるのか。感心するばかりである。作者は
「詰将棋はできてしまうもの」と語るが、その言
葉に説得力を持たせてしまうが如き仕上げの美
しさだ。

６　おわりに

　 本 稿 は w e b「 風 みどりの 玉 手 箱 」
(http://kazemidori.oheya.to/wp/)に書いた
「超短編における中合対策」という連載をもとに
まとめ直したものである。
　web上に文章を書くと大勢の方々からコメン
トを頂き、こちらが勉強することばかりである。
是非、もとのエントリーもご覧になっていただき
たい。ここでは紹介できなかった作品もあり、作
者本人からのコメントもあり、未整理だが、リア
ルタイムで新しい知見に出会う面白さを感じて
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いただけると思う。
　特にuraさん、利波さん、不透明人間さん、山
葉さん、toshikiさんに特別な感謝を捧げます。
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